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序

本
文
は

L
e
id
sch
e
G
eologi
s
c
h
e
M
e
d
e
d
e
e
tin
g
en
,
D
eel
V
,

1
9
3
1
.
即
ち
マ
ル
チ

ン
教
授
非
職
五
十
中
和
念
雛
に
掲

減
さ
れ
た
t
W
･

L

e
u
p
o
td
a
n
d
Z･
芦

V
a
n
D
e
r
V
1e
T
k
両
氏
の
脚
軸
印
鑑

の
解
三

系
に
関
す
る
諭
文

叫

の

ボ
ル
ネ
オ
に
関
す
る
部
分
だ
け
を
棚
課
し
た
も

のLで
あ
る
｡
誰
前
文
は
､
坪
に
脚
朝
印
鑑

の
餅
三
系
を
詳
柵
に
紀
越
し

て
あ
る
ば
か
り
で
な
-
､
肝
位
嘩
上
の
繍
舷
に
射
し
て
野
人
の
参
考
と

な
る
べ
き
鮎
が
砂
な
-
な

い
か
ら
､
敢
て
糾
問
し
以
て
同
韓
の
士
に
鮎

介
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
O
認
文
は
迩
中
経
と
ま
で
は
行
か
ぬ
け

れ
ど
も
'
庶
常
務

の
真

心
を
俗
け
ね
や
う
に
入
念
に
心
懸
け
た
締
り
で

あ
る
O
但
し
分
か
り
易
-
す
る
た
め
'
｢
序
祝
｣
｢
組
訟
｣
等

の
溝
口
を

設
け
､
∬
っ
多
少
の
行
樵

の
酬
令
を
行

っ
た
｡

佃
は
脱
文
に
は
､
地
相

の
添
付
な
き
た
め
､
本
文
池
机
に
必
少
な
地

名

の
判
明
せ
る
も
の
は
凡
て
記
入
し
､
他
の
二
三
地
邪
榊
北
に
本
文
を

参
糊
し
て
稲
造
し
た
ボ
ル
ネ
オ
仝
轍

の
地
武
略
陶
を
繰
付
す
る
こ
と
に

し
た
O
談
脚
に
は
雑
踏

の
大
勢
を
紙
ふ
位
斑
と
し
て

V
a
n

E
s
氏
の

(1
)

妨
故
紙
も
記
入
し
て
肝

い
た
｡
間
中

の
ク

ー
-
キ
ス
の
紋
別
は
'
靴
と

ボ
ル
ネ
オ
の
解
三
系

し
て
附
け
加

(
て
荘

い
た
｡
こ

の
外
に
も
二
三
祁
足
許
樺
を
加

(
て
置

い
た
と
こ
ろ
も
あ
る
｡

｢

序

説

蘭
領
印
度
の
層
位
撃
の
基
礎
を
築
か
れ
た
マ
ル
チ

ン

教
授

P

rof.
K
.
M
a
rtin

の
在
職
五
十
年
記
念
出

版

に
際
し

､蘭
領
印
度
第
三
系
に
閥
す
る
論
文
を
掲
載
し

て
へ
敬
意
を
衷
す
る
fJ
と
托
し
た
｡

教
授
が
蘭
碩
印
度
第
三
系
の
細
別

subdi
v

i.sion
は

使
用
さ
れ
た
基
準
は
p
其
の
,後
､
研
究
の
進
捗
は
仲
払

益
々
確
固
た
る
も
の
と
在
つ
ね
｡
其
の
基
準
は
ニ
ケ
憶

で
あ
る
｡
即
ち
教
授
は
第

1
に
､
東
印
度
ほ
て
は
第
三

紀
時
代
に
土
着
の
動
物
群

a
u
to
ch
t
onousf
aunasが

繁
殖
し
た
こ
と
を
聴
表
し
'
第
二
に

､
夫等
姉

三
系
の

細
別
は
其
の
中
は
含
ま
れ
る
化
石
を
其
の
地
方
の
現
生

完

1

二
七



地

球

第
二
十
三
各

種
と
比
較
す
る
乙
と
は
伐
て
の
み
正
し

さ
結
果
が
得
ら

ら
-･
も
の
で
､
歓
雁
巴
の
第
三
紀
化
石
と
此
絞
す
る
乙

と
は
妥
鷺
で
覆

い
rJ
と
を
主
張
し
た
｡

斯
-
し

て数
千
の
歌
惜
動
物
が
此
の
研
究
者
の
手
に

か
ゝ
つ
た

O化
石
種
と
現
生
種
と
,<tJ
比
較
す
る
乙
J
J
は
､

箇
軍
の
や
う
に
鬼

へ
る
け
れ
ど
も
'
賓
際
に
は
極
め
て

困
難
を
仕
事
で
あ
る
｡
rJ
の
此
政
研
究
を
､
満
足
を
結

果
に
導
-
た
め
に
要
し
た

ユ
ナ
デ
ー
の
程
度
は
､
同
様

夜
研
究
は
無
限
の
困
難
を
鰭
験
し
た
人
々
だ
け
が
､
知

み
得
る
の
で
あ
る
.

次
に
東
印
度
に
繁
殖
し
た
動
物
群
は
､
欧
雁
巴
の
夫

と
は
全
然
和
典
せ
る
を
以
て
､
化
石
に
俵
で
細
別
rb
れ

ね
歓
罪
巴
通
用
の
時
代
名
を
莱
印
度
の
第
三
紀
時
代
別

に
腰
用
す
る
fJ
と
は
妥
皆
で
な

い
｡
英
領
印
度
は
放
け

る

フ
レ
ン
デ
ン
ブ

ルグ
及
ゾ

｡
コ
ッ
タ
ー

V
ren
d
en･

b

urg
&D
e
C
otte
r
の
研
究
も
､
ヂ
ヤ
Q/l
と
欧
雁
巴

と

はビ
ル
マ
及
北
酉
印
度
の
仲
介
に
位
で
概
略
の
比
較

は
行
ひ
糧

る
も
､
詳
刺
を
封
此
に
封
し
て
は
可
酸
性
夜

き
こ
と
を
提
示
し
て
居
る

(M
a
rtin
.
IJeid
sch
e
G
e
ot.

解
三
雛

毒

7

ニ
<

M
ed
ed.}
D
1.
fV
.
A
払
.

1
)
｡

央
れ
故
､
筆
者
は
フ
ァ

ン
･デ

ル
･フ
レ
ル
ク
ー

ク
ム
ブ
ク
ロ
ー
ブ
V
a
n
D
er

V
le
rk
-

U
mbg
r
o
v
e

が
提
唱
し
た

(W
et.
M

eded.

(E].)

N
o
.
6
)
文
字
は
依
る
細
別
を
採
用
す
る
乙

と
は
し
た
｡

而
し
て
階

stag
e
s
､
層

h
o
riz
o
n
の
細
別
は
､
其
の
中
に

含
ま
れ
る
有
孔
鹿
を
以
て
基
準

と
す
る
rJ
と
に
し
た
｡

膏
人
は
'
第
三
系
の
記
遇
を
'
ボ
ル
ネ

オ
の
東
部
は

蟹
逢
せ
る
も
の
よ
ら
始
め
る
こ
と
は
す
る
｡
何
と
怒
れ

ば
､
該
妨
三
系
は
蘭
鋳
印
度
に
於
で
撃
術
的
は
も
亦
ね

絶
妙
的
ほ
も
特
別
に
興
味
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
｡

荷
ほ
､
歓
雁
巴
は
於
け
る

1
部
の
層
位
研
究
者
が
階

わ
た
る
誤
謬
を
防
避
す
る
た
め
に
は
'
欧
雁
巴
で
使
用

さ
れ
る
階
名
以
外
に
'

7
暦
包
含
的

C
o
m
p

rehensive

で
且
っ
不
明
確

V
agu
e
r
を
名
桁
を
使
用
す
る
fJ
と
が

必
要
で
あ
る
｡
因
で
本
文
で
は
'
下
部
第
三
紀

L
o
w

er

T
ertia
ry
p
上
部
第
三
紀

U
pper
T
ertia
ry

の
名

稀

を
使
用
す
る
｡
必
要
に
臆
じ

て
下
部

in
fe
ri
o

r
P
中
部

m
id
d
te､

上
部

s
u
p
e
rior
等
の
細
別
も
使
用
す
る
｡

而
L
tJ
上
部
第
三
紀
の
下
限
は
､

一
般
的
に
は
韮
軍
を
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悔
俊
而

tran
s

gression
ptaneと
し
､
古
塗
物
撃
的

は
は
レ
ピ
ド
シ

ク-ナ
の敢初
の出
現
3'LJ以
て
日
棟
と

し
て
居
る
｡
即
ち

下
部
第
三
紀
は
a
-

e
階
､
上
部
第

三
紀
は
d
-
h
と
封
此
n
れ
碍
る
｡

こ
､
下

部

第

三

第

線

設

下
部
第
三

系
は
三

地

方
に
登
連
し
て
居
る
が
､
各
自

興
っ
た
補
を
持
つ
rJ
と
が
明
瞭
に
認
識
さ
れ
る
.
即
ち

南
方
粕

S
ou
th
ern
fa
cie
s
は
海
底
及
近
海

m
aTin
e
&

clas
e
to
sh
ore
鼎
で
'

マ
ン
カ
リ
ハ

ッ
ト
牛

島
M
an
g
･

k
aF
h
at
p
en
n
.
ク
ク
テ
ィ
盆
地
K

o
etei･b
asin
メ

ラ

ッ
ク
ス
山
脈

琵
eT
at
OeS
M
t.
の
周
遊
並
に
バ
-
ト
盆

地
B
ari
to･b
asin
に
互
多
顎
達
し
p
北
方
相

N
oth
er
n

fac
ie
s
は
地
向
斜

g
e
osy
n
ctin
al

相
で
'
ブ
ウ
ル
タ

ン
ガ
ン

B
oeloen
g
a
n
及
べ
ラ
ク
ー
B
a
ra
oe
に
畿
児

さ
れ
､
第
三
朝

T
h
ird

fa
cies
は
牛
繊
隼
淡
及
海
岸

b
rack
ish
&
C
oast
al
朝
で
.
中
央

''ボ
ル
ネ
オ
に
存
在
し

て
居
る
｡
以
下
各
朝

の
も
の
に
就
て
敏
明
を
加

へ
る
.

南

方

相

ボ
ル
ネ
オ
の
解
三
系

本
職
の
第
三
系
を
構
成
す
る
地
層
の
厚
ru
は
､

一
般

に
一

､
0

0
0
米
以
内
で
､
岩
欝
の
鼻
化
著
し
N
J場
所
に

於
で
は
､次
の
如
-
閲
別
が
出
来
る
｡
即
ち
､
下
部
か
ら

1
､
基
底
塑
岩

b
asal
con
g
lo
m
erate

2
'
砂
岩

石
炭
厨
を
伴
ふ

san
d
ston
e
w
ith

tay
er
s
of
coa

l

3
'
泥
炭
岩

m
a
T1

4
㌧
石
衣
岩

lim
eston
e

之
等
の
地
層
は
'
陸
棚
上
の
堆
積
物
で
あ
る
｡
而
し
て

其
の
海
底
の
沈
降
速
度
は
､
最
初
の
間
は
綬
徐
で
､
速
度

と
堆
積
畳
と
が
歩
調
を
合
せ
で

th
e
sed
im
en
tation

k
e
p
t
p
a
ce
wi
th
th
e
sin
k
in
g

m
ov
em
ent
同

一

鼎
を
維
持
し
て
居
允
が
p
後
に
は
速
度
が
加
は
-
'
鼎

の
鼻
化
を
凍
た
し
て
､
泥
次
岩
の
堆
積
を
見
る
ほ
至
た

ら
'
最
後
に
帯
び
沈
降
綬
捜
と
な
っ
て
浅
海
を
出
現
し
､

石
衣
岩
の
堆
積
を
見
た

も
の
で
あ
る
｡

反
之
'

他
の

岩
贋
の
塾
化
著
し
-
覆

い
場
所
で
は
p
右
の
如
き
岩
質

の
eJ
区
分
は
明
瞭
で
在

い
｡
併
か
し
期
の
如
p
J場
令
で

も
､
粗
大
夜
陸
凍
岩
屑
堆
積
物

C
o
a
rse
te
rr
ig
e
no
us

7
九
現

三
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地

球

飾
二
十
三
番

d
etri
tal

sed
im
e
n
t
か
ら
成
る
下
方
の
部
分
と
'
石
衣

質
の
有
機
沈
澱
物

の
多

い
上
方
の
部
分
と
妹
常
に
識
別

が
出
凍
る
｡

着
の
四
置
分
を

明
瞭
に
示
す

代
表
的

Tia豆
城
に
就
で

は
'

一
八
七
五
年
に
フ
エ
ル
ビ
ー
ク

V
erb
e
ek
が
記

戟

(J
a
arb
.
M
ijn
w
..
1
∞
7
5
)
し
た
｡
其
の
場
所
は
､

飾
三
択

藁

ハ

三
二

マ
ル
ク
プ
タ
ラ

Aq
artapoera
で
あ
る
｡
其
の
後
､
ク

ロ
ー

ル
K
ro
t
が

ブ
イ!
ル
ビ
ー
ク
の
磯
表
は
幾
分
の
補

足

を
加
へ
ね

(V
e
r
h
a
n
d
.
G
e
o
1.
M

ijfn
W

.

G
en
..g

e

ot･

ser
.,
D
t.8
.
1
9
2
5
)
.

左
に
両
氏
の

区
分

を
､
上
部
か
ら
表
記
す
る
｡

1 2 3 4

珍 蒜 砂 氾 石 ll.∫#=T空で
蒜 ∫ま東 衣IL1イl' 衣

憤瀧 -fl貯

雪空 岩 を山､J 才一 栄

･及一一 五 二二九 五 痩

2六七 ヒ内意 ○ ○

:を〇五ム ○ 六 〇〇 ( ( lJ=L 賀僅 篭 蕊′̀ヽ 一一 フ○ ユ

ビー ノレ I ヒル 去ノレ ＼⊥化石

ーノレ 氏 ど

; ク氏 ＼ノ 氏 氏 ∫

, ぎ 冒○ PP望P班cjOT S]祁亡 ト..llE: くつ0

∽0P&首l1Eil訂⊂) ∽∩9>秤茸ト<Ejrト∽○ 噂g昌.トも トb

トこゴー...一一己 ¢t⊃■
pEJ 0L訂 r十くわ a)

次
に
､
同
様
夜
型
式
を
持
つ
地
方
で
､
踏
査
さ
れ
た

も
の
を
列
記
し
ょ
う
｡

ク
エ
ス
ト
｡
パ
シ
ル
W
est
P
a
siT
で
は
､
メ
ラ
ッ
ク

ス
山
脈
の
嫁
心
を
構
成
せ
る
兜
第
三
紀
P
re.T
er
tia
ry

岩
層
の
兼
側
は
'
略
ぽ
同

一
の
断
面
が
識
別
ruれ
得
る

乙
と
が
､
ポ
ッ
ト
及
チ
エ
ル
マ
ン
で

フ
ァ
ン
･
エ
ミ
ツ

フ
ォ
ー
フ
ェ
ン
P
o
tt
&
Z
ey
tm
a
n
s
v
a
n

E
In
mi
C
h
o
v
en

の

漁
察
報

骨

(J
a
a
r
b
.
告
ijn
w
..
A
lg
.
g
e
d
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L
9
2
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1928)は
記
服
し
て
あ
る
0
そ
れ
は
依
れ
ば
､
上
よ
-

3､カ
メ
-
ナ
石
衣
岩

二
三
の
泥
AJ砂
岩
を
仲
ふ
､
原
さ

二
〇
〇
1
六
〇
〇
米

2
､
粘

土
質
砂

岩

合

化
石
整
村
の
粕
暦
及
D
iscocyclina

を
食
む
泥
次
臼
望

む
仰
ふ
､
厚
さ
約
二
八
〇
米

3
､

基

底

蟹

岩

本
暦
は
尉
部
的
に
故
達

し
t
O
rb
it
.)in
ae

を
食
む
郎
山花
及
祉
山村
棟
砂
山方
を
微
粒
す

ク
ー
ク
ー

サ

ン

K
o
e
k
o
e
s
a
n

山

脈

の
海
岸
近
か
-

の
地

方
で
は
'
第
三
系

の
発
達
せ
る
中
に
先
第
三
系
の

地
膚
が
､
ド
ー

ム
状
の
島
の
如
-
露
は
れ
で
居
る
.
求

ッ
ト
等
ほ
依
れ
ば
､
此
の
地
方
で
も
有
紀
の
第
三
系
は
､

カ
メ
リ
ナ
石
衣
岩
を
上
部
と
し
､
粘
土
質
砂
岩
を
下
部

と
す
る
軍
資
を
識
別
し
得
る
由
で
あ
る
｡

ラ
ク
ー
ト
島

L
a
o
et
の
第
三
系
に
就
で
は
､
ダ
リ
ネ

ル
は
次
の
如
-
記

載
(J
aarb
.
M
ijn
w
.,
V
er
b
.
1
e

g

ed
.,
19
2
1
)
し
て
居
る

｡

淡
色
氾
氷
山布
質
砂
山好
よ
り
成
り
､
厚
さ
八
五

米
､
部
分
的
に
∬
つ
不
完
粂
に
額
達
す

2
'
泥
磐

石
階

靴
ifnSw
.川
e
eLihh･7
2eRguetdf
?f91餌
aua
Lbi
ば

D
isco
c
y
c
l
in
a

o
m

p
h
a

ta
C
a
m
e
rin
a
c
f,

b
a
g
elensis

1
､
砂

岩

階

淡

色
粘
土

質

砂

山打
及
成
L
L51せ
る
施
山方
よ
-
皮

り
数
枚
の
ピ
ッ
チ
石
淡

p
itc
h
c
o
al
包
炎
む

ボ
ル
ネ
オ
の
節
三
系

中
部

ク
デ
イ
は
例
外
的
に
焼

き
帯
状
を
な
し

て磯
逢

せ
る
上
部
第
三
系
の
､
後
方
地

域
を
占
ひ
る
古

き第
三

系
の
乙
と
は

極
少
し
.J
か

知
ら
れ
て
な

い
｡

O
p
sp
a
･

ri
n
g
s
d
ien
st
v
an
d
e
n
D
ie
n
s
t
v
an
d
e
n
M
ij
n
w

の

調
査

は
日
下
進
行
中
で
あ
る
｡

チ

エ
イ
ル
マ
ン
ス
･
フ
ァ

ン
｡
千
､,
ツ
フ
ォ
ー

フ
ェ
ン
は
､

ロ
ン
グ
･
イ
ラ
ム
L
o
n

g

･

ITam
の
上
流
の
奥
深
さ
地
方
か
ら
､
次
の
如
き
暦
序
を

得
た

(J
aarb
.
M
ijn
w
.
1
9
2
9
,
A
tg
.
g
e
d
.)

4
､
石

衣

岩

段

L
im

est

o
n
e
d
ivi
.s
io

n

3
､
粘
土
質
泥
次
岩
段

C
】ayIm
a
r
l

も

2
､
粘

土

質

砂

岩

C
lay
･sand
stone

･g

l
.
轡

岩

段

C
o
n
g

lom
erate
J

4
r

ヤ
'1
ヵ
ム
胃
ah
ak
am
河
の
中
流

の

､北
側
の
支
流
で

あ
る
ベ
ラ
ヤ
ン
B
e
ia
ja
n
及
ク
リ

ン
デ

ヤ
ク
内
lin
d
ja
u

河
地
方
の
暦
序
は
北
で
p
同
じ
-
チ

エ
イ
ル
マ
ン
･
フ

ァ

ン
･
子
･,
ツ
フ
ォ
ー

フ
ェ
ン
は
次
の
如
-
記
赦
し
て
居

る
｡

2
､
石
衣
質
砂
岩

ti
m
e･sand
st
oneを
伴
ふ

化
石
は

C
am
erin
a,
D
iscocyclina,
Pellatisp
ira
を

含
む

泥
衣

質

泥
岩

m
arT
cla
y
st

one
及

石

衣

岩

五

七

三三



地

政

節
二
十
三
谷

1
'
北
第
三
系
岩
石
よ
-
成
る
轡
岩

camerina,

D
iscocy
ctin
a,
P
ettatisp
itta
を
含
む

石英
砂
岩
､氾次

･封
.
描

き
石
衣
両肘
を
件
ふ

即
ち
'
此
の
地
方
で
も
､
鼎
昏
明
確
に
陸
水
牲
岩
層

よ
み
在
る
轡
岩
-
砂
岩

の
古
き
部
分
と
､
石
衣
岩
の
多

い
若
き
部
分
に
区
別
す
る
rJ
と
が
出
凍
る
｡

最

後
に
上
述
の
如
き
型
式
の
下
部
第
三
系
は
､
北
部

ク
テ
ィ
の
ブ
タ
ン
ガ
ル
タ
ン

B
o
en
g

al
o
en
ド
ー
ム
は

露
出
し
て
居
る
｡
岩
石
は
石
衣
岩
の

鼻

骨
で
あ

る
が
'

下
底
部
分
は
は
黒
衣
色
石
友
岩
並
軟
質
石
衣
砂
岩
及
硬

質
頁
岩
が
あ
る
｡
そ
し
て
其
の
石
衣
岩
は

C

am
erina

cf
.
b
a
g
a
ten
sis,
D
isco
cy
ctin
a
cf
.
d
isp
a
n
sa,
v
a
r
.

m
in
o
r,D
isco
cy
ctin
a
sp
.}

P
e
t1a
tis
pira
を
合
で
居

る
O
然
か
し
該
石
衣
岩
男
暦
の
上
部
に
は

､
上
部
第
三

系

(
ベ
ー
ブ

タ
ル
ク
背

B
e
b
oe
toe
Z
o
n
e
e
5
)
に
属
す

る
も
の
が
あ
る
か
ら
､
上
下
両
者
の
間
に
は
確
か
に
不

整
合
が
息
る
｡
翻
ほ

マ
ン
カ

タ
ハ
ッ
ト
牛
島
の
北
部
に

も
､
下
部
第
三
系
が
旗
-
磯

逢
せ
る
rJ
と
を
､

-
ユ
ー

ボ
ー
ル
ド
L
e
u
p
o
td
が
教
見
し
て
居
る
｡
そ
し

で
タ

'バ

ラ

I
T
ab
alla
r

河
の
上
流
で
'
次
の
如
き
静
序
を
観

解
三
般

7
tP
.
八

三
四

察
し
カ
｡

3
､

ク
.'1
ラ
ー
派
衣
岩

最
下
部
に

C
am
eri
n
a
b
ag
el･

T
ib
l11川T.m
弓ls

en
sis
D
is
c
o
c
y
cJin
a
disp
au
s
a

を
食
む
押
圏
あ
り

2
､
砂
岩
階

砂

山方
･
泥
整
布
の
互
暦
に
し
て

C
am
er
in
a

Sanistone･staEe

t
h
a
t
i
c
a

.C
.

n

u

ttati.
C
.ke
l
al
en
sis一
C
.v
aTiotari
u
s

を
含

む

1

赤
色
砂
岩
及
基
底
轡
岩

ラ
ヂ
オ
ラ
リ
ヤ
.
チ
ャ
ー
･L

R
ed
sandStDnt
&
basal
conglom
erate

の

砂
磯
よ
り
成
り
ダ

ナ

ウ
D
a
n
a
u

暦

を
不
盤
合
に
槻
托
す

化
石
の
研
究
か
ら
.
右
の
砂
岩
階
は
下
部
第
三
系
に
.で

も
､
最
も
古

さ
部
分
は
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
表

明

n
れ
た
.

即
ち
t
C
.
th
a
tic
a
.
C
.
n
u
ttali
は
英
領

印
度
の
ラ

ニ
カ
ト
暦

Ra
n
ik
a
t
･b
e
d
に
も
含
せ
れ
'
デ

ダ
イ
ス
D
avi
es
は

巧
ン
シ
ャ

ン

駕
o
n
tia
n
は
封
此
し

た

(G

uart.J
ou
rn
.
G
e
o
t.
soc
.,
v
o
t.
8
3
,
p
t.
2
,

1
92
7)

次
に
ダ
で
フ
-
泥
炭
岩
中
､
最
下
部

の
部
分
は

b
階
に
'
最
上
の
部
分
は
多
分

C
階
は
属
す
る
｡

南
部
粕
第
三
系
の
北
端
は
､
明
か
に

1
背
の
山
脈
の

た
め
に
北
部
相
の
も
の
と
別
離
さ
れ
て
居
る
｡

ハ
ー
デ

ィ
ン
グ

H
a
rtin
g
は
タ
Sr,
ラ
ー
河
の
僅
か
北
方
は
在
る



ケ
レ
イ

内
e
lei
河
の
露
出
は
俵
で
､
下
部
第
三
薫
が
約

四
C
米
は
退
縮
せ
る
事
賓
を
知
っ
た
｡
其
の
下
部
第
三

系

は
､
石
衣
岩
を
以
て
修
放
さ
れ
た
ラ
ヂ
オ
ラ
リ
ヤ
､

瀧
岩
の
磯
か
ら
成
る
轡
岩
で
､
ダ
ナ
ウ
暦
は
属

す
る
ラ

ヂ
オ
ラ

リ
ヤ
碇
岩
を
不
整
合
に
被
授
し
て
屠
る
｡
そ
し

て
其
の
腸
結
材
料
で
あ
る
石
衣
岩
中
に
､

C
am
eri
n
a

fi
t
ch
teti
が
含
ま
れ
て
居
る
｡
此
の
革
質
は
下
部
第
三

紀
の
最
上
部
時
代
に
放
け
る
梅
俊
が
'
先
第
三
系
の
上

は
到
達
し
た
rJ
と
を
琴

ホ
す
る
も
の
で
あ
る
.
即
ち
､

商
郵
相
の
堆
積
し
た
陸
棚
の
北
鼎
は
､
第
三
紀

a
-
b

時
代
に
は
'
陸
地
で
耕
さ
れ
て
居
た
も
の
で
あ
る
｡
こ

れ
と
同
様
売
却
薯
を
リ
ユ
ー
ボ
ー
ル
ド
も
前
記

ハ
ー
デ

ィ
ン
グ
の
記
載
し
た
地
瓢
の
東
方
､
約
五
五
粁
の
場
所

で

教
児
し
た
O

此
の
場
所
で
は
､

ダ
ナ
ウ
暦
の
上
に

c
am
erin
a

を
含
む
第
三
紀

C
に
屈
す
る
石
衣
岩
が
堆

精
し
で
屠
る
｡
之
等
の
革
質
か
ら
し
て
'
南
北
繭
鼎
を

耕
し
た
山
脈
は
'
東
西
は
走
過
し

て居
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
推
測
出
凍
る
｡

乙
の
外
'

ル
ヅ
テ
ン
は
マ
ン

カ

リ
バ
ッ
ト
牛
島
の
轡

ボ
ル
ネ
オ
の
節

三
系

岩
は
就
て
記
載

(S
a
m
m
l.

G
e
o
t
･

R

eich
s･M
u
s･

L
eid
e
n
.
S
e
r.
).
B
d.
1
0)
し

て
居

る
｡
乙
の
中
に

含
ま

れ
る

D
is
coc
yctina
J
a

v
a
na
,

D
･
d
is
pa
n
sa
･

var.mi
n
or.Ca

m

er

ina
s
p
.
等
の
有

孔
鹿
に

俵
で
､

吾
人
は
本

轡岩
暦

は

､

前
述

の
牛
島
北
部
地
方
の
蟹
岩

よ
カ
は

一
段
古

い
時
代
の
も
の
で
あ
る
が
'
ク
で

フ
-

地
方
の
轡
岩
よ
-1
は

一
段
新
ら
し

い
時
代
の
も
の
で
あ

る
TJ
と
を
結
論

し
得
る
｡
於
荘
'
吾
人
は

マ
ン
カ
-

ハ

ッ
ト
地
方
で
は
､
下
部
第
三
紀
中
の
色
々
な
階
に
於
で
'

海
俊
が
ダ
ナ
ウ
暦
の
上
に
到
達
し
た
乙
と
の
あ
る
革
質

を
寵
め
ぬ
ば
な
ら
ぬ
｡
従
で
ラ
デ
オ
ラ
リ
ヤ
碇
岩
よ
-

成
る
基
底
轡
岩
は
'
岩
質
は
常
に

一
様

で
あ
る
け
れ
ど

79
､
其
の
時
代
は
至
っ
て
は
各
所
典
､
決
し
て

1
億
で

は
覆

い
｡

北

方

胡

本
朝
の
琉
三
系
は
､
地
向
斜
的
環
境
は
堆
積
し
カ
惇

dTJ岩
系
で
.
比
較
的
薄

さ
陸
棚
上
の
堆
積
物
で
は
な

い
｡

併
か
し
､
夫
等
堆
積
物
は
南
方
の
も
の
は
比
較
し
て
､

決
し
て
泥
海
性
の
も
の
で
は
覆

い
｡
唯
だ
､
陸
雄
性
材

完九

三
五



地

球

節
二
十
三
番

料
の
繁
多
な
る
供
給
と
､
海
底
の
不
断
の
沈
降
と
朝
呼

臆
し
て
.
非
常
な
る
厚
TTu
の
堆
積
物
と
を
つ
カ
も
の
で

あ
る
.
而
し
て
泥
海
仕
の
堆
積
物
は
､
此
の
中
に
畿
児

さ
れ
て
居
な
い
｡
ブ
ウ
ル
ン
ガ
ン
及
ベ
ラ
ク
ー
は
於
で

吾
人
は
､
下
部
に
は
厚
r
b
数
千
兼
は
蓮
す
る
砂
岩
､
貫

岩
よ
-
威

力
､
時
は
雲

母
砂
岩
暦
と
呼
ば
れ
る
岩
系
聴

逢
し
､
上
部
に
は
石
衣
岩
'
泥
次
岩
の
磯
逢
せ
る
轟
賓

を
観
察
し
た
｡
於
苗
､
吾
人
は
南
北
術
朝
に
放

て､
顎
堤

解

三
妹

ニ
00

三

六

の
甚
だ
し
-
相
違
せ
る
に
79
不
動
p

堆
積
輪
廻
を
同
じ

-
し
て
居
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
｡
荷
は
下
部
の
岩

系
の
と
乙
ろ
ど
fJ
ろ
ほ
存
在
す
る
含
化
石
石
友
岩
は
.

其
の
岩
系
の
時
代
を
明
示
す
る
は
充
分
で
あ
る
｡(
W
et.

A(ted
ed
.,N
T
.
9
.･
観
山
汀
覇
汝

.,
V
o
t.
V
,

N
o
.
4,
1
9
21
)
.

又
､
上
部
の
岩

系

に
も

化
石

存

在

し

､

ブ
タ

γ

ン
ガ

ン

の
下
部
第
三
系
を
攻
の
如
-
区
分
す
る
こ
と
を

稗
芸
し

め
た
0

マ
ン

カ

ブ

ウ

ア
泥
放
射

M
a
n

gk
a
b
o
e
a
･

ma
r
t
s

セ

イ
ロ

ー

ル

暦

S
e
i

l
o

r

･

b

ed

ブ

ラ

タ

ン

暦

出

r

a

t

a

n
･
b
e
d

岩

盟

マ

ー

ラ

ー

厚

賀
a

rah･beds

オ

ラ

ン

暦

O

T

a

n

g

･

b

e

d

s

C

am

e

r
in

afi

C

h

t

e

t
i

C

am

e

ri

na
a
c
h

t
e
t
i
･
i

n
t
er
m

ed
ia,

H

e

t

e

r

o
s
t
e
gi

n
a

r

e
t

ic
u
la
t

a

,

F

as

c

i
o
lit
e
s

j
a
v

a

n

u

s

.

C

am
e
r
in

a

a
t

c

h

t

e

t
i

･

i
n

t

e

r

m

e

d

i

a

,
I

p
e
n
ーq

a

r

O

n

e

n

S

i

s

出
e

t

er
o

ste
gi
na
r
et

i

c
u
t

a
t

a

石

の

特

撰

C
am
e
r

in
a
&
D
isc
o
c
y
c
lin

a

C
a
m
e
r

in
a
cf,
p
e
n
g
a
r
o
n
e
n
s
i
s
,

A
s
s
i】
in

a
ori
en
ta
ti
s
.

JJ

g
r
an
u
to
s
a

v
a
r
.

mi

n
o
r

,

I
)
is
co
c

y
clina
JaVan
a,
D
.fritschi

串
妙
串
淡
凋
及
海
岸
相

下
部
第
三
系
の
草
戦
中
淡
弗
と
し
て
は
､
メ
ラ
タ
イ



樹
群

1Tfela
wi

group
を
盤
.げ
ぬ
ば
な
ら
粕
｡

本
層

群
は
麺
化
の
少
な

い
､
単調
な
砂
岩
か
ら
成
立
し

て
居

る
｡
マ
ル
チ
ン
及
ク
ラ
ク
セ
内
Tau
Se
は
基
の
中
に
含
ま

れ
て
居
る
歌
騰
動
物
を
研
究
し
て
､
飴
新
期
の
も
の
で

あ
る
こ
と
を
確
か
め
得
た

(S
a
m
m
L
G
eot.
R
eich
s･

M
u
q･,
L
eid
en
,
S
er･
1
,
B
d
･
V
)
｡
モ
レ
ン
ダ
ラ
ー

フ

M
oten
g
ra
a掬

に
依
れ
ば

(B
orn
eo
eX
P
.,
19
0
0
)

こ

ブ
イ

M
a
d
i
山
脈
中
は
は
も
此
の
砂
岩
上
に
特
徴
あ

る
高
壷
風
且瓜
が
出
現
し
て
居
る
由
で
あ
る
｡

攻
に
バ
-
ト

B
aTito
河
の
水
源
地
方
に
在
る
砂
岩

厨
を
､
ケ
ム
ヤ
ー
-
ン
グ

K
em
m
erlin
g

(T
i3.d
sch
r,

R
on
.
N
e
d
.
A
ar
dr.
G
en
..
1
9
1
5
)
は
'
着
の
高
毒
砂

岩

plateau
･sand
sto
ne
と
同
様
な
も
の
と
し
ね
.
併

か
し

､
此
の

砂
岩
の

地
質
時
代
は
'

一
方
に
は
上
部
第

三
系
の
も
の
と
見
放
す
多
数
の
調
査
者
が
あ
る
政
､
未

だ
確
定
的
の
も
の
と
は
な
っ
て
居
な

い
｡

次
に
下
部

節
三
系
の
毎
岸
相
と
し
て
､

吾
人
は

モ

ー
レ
ン
ダ

ラ
ー

フ
が
磯
見
し
た
'

エ
ム
ブ
ウ

ル
ク

E
m
b
oeto
e河
地
方
は
磯
と
な
つ
●て
居
る

P
a
sciot
it
es,

ボ
ル
ネ
オ
の
解
三
系

D
iscocyclin
a
&
C
am
e

rin
a

を
含
む
粗
Fu
揮
層
岩

C
oarse
C
rastic
r
o
ck

を
奉
げ
稗
る
､
其
の

皆
時
モ

ー

レ
ン
ダ
ラ
ー
フ
は
､

此
の
堆
積
物
は
育
粘
板

岩
暦

O
ld
･stat
efo
rm
a
tio
n
を
蔽
ふ
た
海
優
に
基

い
カ
も
の

と

考
へ
ね
が
'
何
虞
に
も
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